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坊農秀雅
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学会年会でよろずデータ解析相談
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主に内製でツールやDB開発・維持

http://creativecommons.org/licenses/by/2.1/jp/


© 2014 DBCLS Licensed under CC BY 2.1JAPAN5

Big project (FANTOM5)の
データ再利用性向上にも加担
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作ったぞ、さあ
使え、では　　
使われないので
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実際に使いたい研究者と共に
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データ解析ぐらいは 
自分できるようにならないと…

坊農秀雅 曰く 
「これからは、生物学者自身が
データ解析する時代なんです」

http://creativecommons.org/licenses/by/2.1/jp/


そこでR
• R

–アルファベットでSの前の文字
• S言語のフリー版として長らく開発されてきた

•余談: フリーなSPSSとしてPSPP

–「統計解析と可視化のための環境」

• BioConductor(Bioc)
–大規模ゲノムデータの解析と理解のためのライブ
ラリー群

–頻繁に更新していくRの最新版に追随
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統計解析環境R

• Rを使ったトランスクリプトーム解析
–(Rで)マイクロアレイデータ解析

• http://www.iu.a.u-tokyo.ac.jp/~kadota/r.html

–(Rで)塩基配列解析
• http://www.iu.a.u-tokyo.ac.jp/~kadota/r_seq.html

• トランスクリプトーム解析 by 門田幸二 from 共立出版
–http://www.kyoritsu-pub.co.jp/bookdetail/9784320123700
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一生命科学研究者の坊農が
研究を遂行するにあたって
Rを利用してきた例を紹介

する1時間半



すべてはMotDBに
• MotDB: Master of the database

–「データベースの達人」という名の講習会資料アー
カイブのこと

–これまでの約50回分の講習会資料がここに

•今の講習のページはこちら↓
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http://motdb.dbcls.jp/?AJACS52
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